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論文内容要旨
 糖尿病患者において細小血管の病変が頻発することは周知の事実であるが・その代表的な病像と
 して,網膜における細小血管の変化が特に重視されていることはいうまでもない。しかも・糖尿患
 者に動脈硬化の併存することは屡々であるが,糖尿病性網膜症における固有の血管変化が網臓』・動脈
 硬化によりどのような修飾を受けるか,また静脈変化自身に関しても系統的研究は比較的少ない。
 私はこれらの点を解明するために以下の如ぎ研究を行なった。
 第1報ではまず網膜小動脈硬化所見の出現について検討した。即ち,年代別に対照群と比較する
 と,糖尿病群の方が各年代において出現率が高い。高血圧を合併する者においても同様の結果を得
 た。また,交叉現象の出現についても年代別に対照群と比較すると,両群とも50才代より出現率
 が増加し,30才代ナ及び70才以上を除いては糖尿病群の方が頻度が高い。高血圧合併者のみの場
 合は両群とも20才代,及び50才代にピークがあり2相性を示す。29才以下より50才代まで
 は糖尿病群の方が交叉現象の出現率が高い。交叉現象の種類別にみると・網膜小動脈硬化の際に特
 に出現されるとされているr凸隆」,「偏位」,「隠蔽」,「刻み交叉」「堤状交叉」r平行圧迫」
 等の交叉現象の出現率が糖尿病群に高い。更に,糖尿病群のみについて網膜小動脈硬化所見の出現
 と糖尿病に影響を及ぼす諸因子(糖尿病罹病期間,糖尿病性網膜症の程度,血中脂質・血圧値,蛋
 白尿,血糖コントロール,心電図,イソスリγ使用の有無)との関係につき検討を行なった。網膜
 小動脈硬化所見の出現率は糖尿病罹病期間とともに上昇し,10年以上では93%の出現率を示し
 ている。糖尿病性網膜症の程度との関係は網膜症が重症になるに従って網膜小動脈硬化所見の出現
 率が高く,Sc・tt皿a.bWで一番高い。硬化程度も出現率に比例している。血中脂質との関係は血
 中脂質の増量とともに出現率がましているが,血清コレステロール値の増量は硬化程度とは明らか
 な相関を示さない。血糖コントロールとの関係はコントロール不良群,優群に比し良群の方が出現
 率が72%と一番高く,明らかな相関は示さない。硬化程度と血糖コントロールとは相関を示して
 いる。血圧値との関係は収縮期,及び拡張期血圧の高いものに92%・両者とも低いもの(正常血
 圧を示すもの)に60.6%の出現率を示し,血圧値とは明らかな相関を示している。蛋白尿の合併
 の有無との関係は蛋白尿を合併するものに71.7%,合併しないものに65.7%の出現率を示し,
 硬化程度も蛋白尿を合併するものに高度のものが認められる。高血圧・及び蛋白尿の合併の有無と
 の関係は,両者とも合併するものに91%と,高血圧のみ合併するものでは85%,蛋白尿のみ合
 併するものでは65%と両者とも合併しないものに比し出現率が高く,硬化程度も高度なものが認
 められる。心電図所見との関係は異常群に90%,正常群に64.9%と異常群に出現率が高い。イ
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 ンスリソ使用との関係は出現率とは明らかな相関を示している。以上,網膜小動脈硬化所見の出現
 を促進すると考えられる高血圧,蛋白尿,老化等の年令因子等を除外しても,糖尿病自身によって
 も網膜小動脈硬化所見の出現は多少促進されることがわかった。
 第2報では,糖尿病患者において,その網膜静脈の検眼鏡的変化と網騰』・動脈硬化所見とめ関係
 につぎ特に検討を行なった。網膜静脈病変の分類はWagener,Scottのように,他の網膜病
 変,及び全身状態などとともに合せ考えられていた。私はDo路nekとTak蓋。の静脈にみられ
 る変化と網膜小動脈硬化所見,及び糖尿病に影響を及ぼす諸因子との関係につき検討を行なった。
 正常血圧の糖尿病患者において静脈病変の出現率は20才代,及び50才代にピークを有し,2相
 性を示す。静脈病変の種類は20才代に多い。高血圧を合併するものでは,正常血圧を示すものに
 比し,各年代において,静脈病変の出現率が高い。網膜小動脈硬化所見との関係は明らかな交叉現
 象の出現するs5よゆ急激に上昇し・静脈病変の種類も多くなっている・交叉現象の種類と静脈
 病変の出現率とは明らかな相関を示さない。糖尿病性網膜症の程度との関係は網膜症の程度が高度
 になるに従い,静脈病変の出現率も増す。Sc。tt皿a.bよりは急激に出現率が増加する。糖尿病
 罹病期間との関係は罹病期間が長くなるに従い,静脈病変の出現率が上昇する。血中脂質との関係
 をみると,静脈病変の出現率が血清総脂質量,及び血清コレステP一ル値の増量と相関を示すが・
 静脈病変の種類とは相関を示さない。血糖コントP一ルとの関係はコントロールの悪いものに
 74.2%,コントロールの良いものに57.9%と,静脈病変の出現率はコントロールの悪いものに
 高い。蛋白尿の合併の有無との関係は,,蛋白尿を合併しないものに52.3%,合併するものに
 77.7%と静脈病変の出現率は蛋白尿を合併するものに高い。イソスリ'ソ使用との関係はインスリ
 ン使用群に71.6%,未使用群に.64.8%とインスリン未使用群に静脈病変の出現率が高い。以上
 の如く,糖尿病患者において静脈病変の出現は種々の動脈硬化等の動脈病変により相当の修飾を受
 けることが明らかではあるが,その他の全身的因子,及び局所因子等の関与も考えなくてはならな
 い。
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 審査結果の要旨
 糖尿病患者に動豚硬化の併存することは屡々であるが,糖尿病性網膜症における固有の血管変化
 が網膜小動豚硬化によりどのような修飾を受けるか,また網膜の静肱変化自身に関しても系統的研
 究は比較的少ないので,著者はこれらの点を解明するために研究を行なった。
 第1報ではまず網膜小動豚硬化所見の出現について検討し編即ち,年代別に対照群と比較する
 と,糖尿病群の方が各年代において出現率が高い。高血圧を合併するものにおいても同様の結果を
 得た。また,動静脈交叉現象の出現についても年代別に対照群と比較すると,糖尿病群の方が頻度
 が高い。
 更に,糖尿病群のみについて網膜小動豚硬化所見の出現と糖尿病に影響を及ぼす諸因子との関係
 につき検討を行なった。即ち網膜』・動豚硬化所見の出現率は糖尿病罹病期間とともに上昇する。ま
 た,網膜症が重症になるに従って網膜小動豚硬化所見の出現率が高く,硬化程度も出現率に比例し
 ている。血中脂質との関係は血中脂質の増量とともに出現率がましている。硬化程度と血糖コγ
 トロール,血圧値及びインスリン使用とも相関を示している。動豚硬化所見の出現率と硬化の程度
 も蛋白尿を合併するものに高度のものが認められる。高血庄,及び蛋白尿の合併の有無との関係
 は,両者とも合併するものに高く,硬化程度も高度なものが認められる。心電図所見との関係は異
 常群に出現率が高い。以上,網膜小動豚硬化所見の出現を促進すると考えられる高血圧,蛋白尿,
 老化等の年令因子等を除外しても,糖尿病自身によって,網膜」・動豚硬化所見の出現が促進される
 ことカ;わかったb
 第2報では糖尿病患者において,網膜静豚の検眼鏡的変化と網膜小動豚硬化所見との関係につき
 検討を行なった。正常血圧の糖尿病患者において静財病変の出現率は20才代,及び50才代にピ
 ークを有し,2相性を示めす。静豚病変の種類は20才代に多い。高血圧を合併するものでは,正
 常血圧を示すものに比し,各年代において静肱病変の出現率が高い。網膜小動豚硬化所見との関係
 は明らかな交叉現象の出現するs5より急激に上昇し,静豚病変の種類も多くなっている。交叉現
 象の種類と静豚病変の出現とは明らかな相関は示さないが,糖尿病性網膜症の程度が高度になるに
 従い,静豚病変の出現率も増す。糖尿病罹病期間が長くなるに従い,静豚病変の出現率が上し,
 血清総脂質量g及び血清コレステロール値の増量と相関を示すが,静豚病変の種類とは相関を示さ
 ないpまた,静豚病変の出現率は血糖コントロールの悪いもの,インスリン使用群及び蛋白尿を合
 併するものに高い。
 以上の如く,糖尿病患者において静豚病変の出現は動豚硬化等の動豚病変により相当の修飾を受
 けることが明らかになった。
 以上の結論から,本論文は学位に値するものと認められる。
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